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朝
鮮
学
校
に
お
け
る
教
育
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朝
鮮
総
連
と
の
関
係
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

在
日
本
朝
鮮
人
総
聯
合
会
（
朝
鮮
総
連
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
一
覧
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
学
校
に
お

け
る
思
想
教
育
と
朝
鮮
総
連
と
の
関
係
に
関
す
る
次
の
質
問
に
答
え
ら
れ
た
い
。 

一 

本
職
は
平
成
二
十
四
年
三
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
朝

鮮
総
連
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
答
弁
し
た
。
「
朝
鮮
総
連
は
、
過
去
に
重
大
な
国
際
テ
ロ
事
件
や
拉
致
容
疑
事
件
を
引
き
起

こ
し
た
北
朝
鮮
を
支
持
す
る
在
日
朝
鮮
人
等
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
あ
り
、
北
朝
鮮
と
極
め
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
と
認

識
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
十
八
年
、
第
百
六
十
四
国
会
の
衆
議
院
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
等
に
関
す
る
特
別
委
員

会
に
お
い
て
、
当
時
、
公
明
党
の
池
坊
保
子
議
員
の
質
問
に
対
し
、
小
林
警
察
庁
警
備
局
長
が
、
昭
和
五
十
三
年
に
は
田
中

実
さ
ん
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
に
は
原
敕
晁
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
事
件
に
お
い
て
、
朝
鮮
総
連
関
係
者

の
関
与
が
確
認
さ
れ
て
い
る
、
在
日
本
朝
鮮
人
商
工
連
合
会
の
幹
部
が
コ
コ
ム
規
制
品
を
北
朝
鮮
に
不
正
輸
出
し
よ
う
と
し

た
平
成
元
年
の
事
件
に
よ
り
、
朝
鮮
総
連
が
北
朝
鮮
へ
の
安
全
保
障
関
係
物
資
不
正
輸
出
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
、
平
成
六
年
に
北
朝
鮮
向
け
に
ミ
サ
イ
ル
の
研
究
開
発
に
使
用
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル
及
び
関

連
機
器
が
不
正
輸
出
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、
在
日
朝
鮮
人
科
学
技
術
協
会
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
旨
の



 

２ 

 

答
弁
を
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
含
め
、
警
察
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
朝
鮮
総
連
の
構
成

員
や
そ
の
関
係
者
が
北
朝
鮮
工
作
員
の
密
入
国
や
北
朝
鮮
の
大
量
破
壊
兵
器
関
連
物
資
等
の
不
正
輸
出
に
関
与
し
て
い
る
と

い
う
事
例
を
把
握
し
て
い
る
ほ
か
、
拉
致
容
疑
事
案
に
お
い
て
も
、
そ
う
い
っ
た
関
与
も
確
認
さ
れ
て
い
る
事
例
も
把
握
し

て
い
る
と
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
朝
鮮
総
連
の
問
題
を
極
め
て
深
く
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
」
。 

 
 

こ
の
答
弁
の
内
容
に
関
し
、
そ
の
後
、
政
府
見
解
に
変
更
は
あ
っ
た
か
。 

二 

朝
鮮
総
連
と
朝
鮮
学
校
と
の
関
係
に
つ
い
て 

 

１ 

朝
鮮
総
連
と
朝
鮮
学
校
が
、
教
育
内
容
、
人
事
及
び
財
政
に
お
い
て
無
関
係
と
考
え
る
か
。 

 

２ 

も
し
、
無
関
係
で
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
持
つ
と
考
え
る
か
。 

三 

警
察
は
、
朝
鮮
学
校
に
及
ぼ
す
影
響
を
含
む
朝
鮮
総
連
の
各
種
動
向
に
つ
い
て
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
と
い
う
観

点
か
ら
重
大
な
関
心
を
持
っ
て
情
報
を
収
集
し
て
い
る
か
。 

四 

『
高
麗
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
は
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
八
日
、
北
朝
鮮
の
宋
日
昊
朝
日
国
交
正
常
化
交
渉
担
当
大
使
が
「
日

本
に
あ
る
総
聯
と
は
即
ち
我
が
共
和
国
で
あ
り
、
日
本
の
一
番
身
近
な
共
和
国
と
は
即
ち
総
聯
で
あ
る
」
と
発
言
し
、
朝
鮮

総
連
は
北
朝
鮮
そ
の
も
の
で
あ
る
と
明
確
に
し
た
こ
と
を
報
じ
た
が
、
承
知
し
て
い
る
か
。 



 

３ 

 

五 

朝
鮮
総
連
は
、
教
職
員
や
初
級
部
四
年
生
以
上
の
生
徒
を
そ
れ
ぞ
れ
朝
鮮
総
連
の
傘
下
団
体
で
あ
る
在
日
本
朝
鮮
人
教
職

員
同
盟
（
教
職
同
）
や
在
日
本
朝
鮮
青
年
同
盟
（
朝
青
）
に
所
属
さ
せ
、
折
に
触
れ
政
治
指
導
者
の
「
偉
大
性
」
を
紹
介
す

る
課
外
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
の
公
安
調
査
庁
に
よ
る
情
報
が
あ
る
（
「
内
外
情
勢
の
回
顧
と
展
望
（
平
成
二
十
二
年
一

月
）
」
）
。
も
し
実
際
に
そ
う
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
思
想
教
育
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
を

問
う
。 

六 

朝
青
機
関
紙
『
セ
セ
デ
』
二
千
十
八
年
二
月
号
の
「
今
日
を
照
ら
す
総
書
記
の
想
い
」
と
い
う
記
事
は
、
金
正
日
総
書
記

が
二
百
万
人
以
上
の
餓
死
者
が
出
た
と
さ
れ
る
「
苦
難
の
行
軍
」
時
期
に
「
国
家
の
金
庫
に
あ
っ
た
わ
ず
か
な
お
金
を
」

核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
に
注
い
だ
結
果
「
歴
史
的
大
業
」
を
成
し
遂
げ
た
と
情
緒
的
な
表
現
で
称
賛
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
が
国

民
の
困
窮
を
顧
み
ず
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
に
巨
額
の
資
金
を
投
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

七 

朝
青
規
約
は
第
一
条
で
「
朝
青
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
政
府
の
政
策
を
謹
ん
で
承
り
、
在
日
本
朝
鮮
人
総
連
合

会
の
綱
領
を
固
守
し
、
総
連
の
諸
般
決
定
執
行
の
先
頭
に
立
つ
」
「
朝
青
は
、
社
会
主
義
祖
国
を
熱
烈
に
愛
し
擁
護
し
て
、

祖
国
の
科
学
技
術
発
展
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
我
が
国
・
我
が
祖
国
の
富
強
発
展
の
た
め
に
献
身
す
る
」
（
産
経
新
聞
取
材

班
『
朝
鮮
大
学
校
研
究
』
）
と
定
め
る
が
、
北
朝
鮮
が
先
軍
思
想
を
指
導
思
想
と
し
て
憲
法
に
明
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、



 

４ 

 

我
が
国
か
ら
北
朝
鮮
へ
の
「
機
微
技
術
」
の
流
出
が
懸
念
さ
れ
る
。
「
機
微
技
術
」
が
北
朝
鮮
に
流
出
し
て
い
な
い
と
確
認

で
き
る
か
。 

八 

朝
鮮
大
学
校
の
学
長
が
、
北
朝
鮮
の
国
会
議
員
に
あ
た
る
最
高
人
民
会
議
代
議
員
を
兼
務
し
て
い
る
と
い
う
情
報
も
あ
る

が
、
政
府
と
し
て
、
朝
鮮
大
学
校
の
学
長
の
北
朝
鮮
内
に
お
け
る
立
場
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。 

九 

公
安
調
査
庁
に
お
尋
ね
す
る
が
、
大
阪
府
在
住
の
原
敕
晁
さ
ん
が
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
辛
光
洙
事
件
へ
の
関
与
が
大
韓

民
国
の
裁
判
所
判
決
に
よ
り
明
ら
か
で
、
当
該
件
で
警
察
庁
が
国
際
手
配
す
る
被
疑
者
が
朝
鮮
学
校
の
校
長
で
あ
っ
た
と
の

報
道
は
事
実
か
。
政
府
は
、
拉
致
事
件
に
関
与
し
た
者
が
我
が
国
領
域
内
で
児
童
や
生
徒
の
教
育
に
携
わ
っ
た
こ
と
は
適
切

と
考
え
る
か
。 

十 

公
安
調
査
庁
に
お
尋
ね
す
る
が
、
平
成
十
二
年
、
北
朝
鮮
か
ら
覚
醒
剤
約
二
百
五
十
キ
ロ
が
密
輸
さ
れ
た
事
件
へ
の
関
与

が
共
犯
者
の
確
定
判
決
に
よ
り
明
ら
か
で
、
当
該
件
で
山
口
県
警
察
本
部
が
公
開
指
名
手
配
す
る
被
疑
者
が
朝
鮮
学
校
の
校

長
で
あ
っ
た
と
の
報
道
は
事
実
か
。
政
府
は
、
そ
の
よ
う
な
被
疑
者
が
我
が
国
領
域
内
で
児
童
や
生
徒
の
教
育
に
携
わ
っ
た

こ
と
は
適
切
と
考
え
る
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


